  廃棄物の種類（分類）

（平成２０年４月１日施行）
○産業廃棄物
※国内及び国外の事業活動に伴って生じた次の廃産物

※アンダーラインを付したものは【　】内の事業場から生ずるものに限る。

	１
	燃え殻（例：焼却灰、石炭がら）

	２
	汚泥（例：工場排水処理や物の製造工程等から排出される泥状物、ベントナイト汚泥、シールド汚泥）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	３
	廃油（例：潤滑油、洗浄油）

	４
	廃酸（酸性の廃液。例：写真漂白廃液）

	５
	廃アルカリ（アルカリ性廃液。例：写真現像廃液、苛性ソーダ廃液）

	６
	廃プラスチック類※（例：廃ゴムタイヤ、農業用フィルム、塗料かす、接着剤かす、ビニールシート、ビニールパイプ、コーキングくず）

	７
	紙くず【業種：工作物の新築、改築又は除去に伴って生じた建設業に係るもの及びパルプ製造業、紙製造業、紙加工品製造業、新聞業、出版業、製本業、印刷加工業から生ずる紙くずに限る。】（例：印刷くず、製本くず、裁断くず）

	８
	木くず
	【業種：工作物の新築、改築又は除去に伴って生じた建設業に係るもの及び木材製造業、木製品製造業、パルプ製造業、輸入木材卸売業、物品賃貸業から生ずる木くずに限る。】（例：廃木材、おがくず、廃チップ、解体木材、足場材・型枠くず、廃木製リース家具）

	
	
	〔対象となる条件：貨物の流通のために使用したパレット（パレットへの貨物の積付けのために使用したこん包用の木材を含む。）に係る木くず。〕

（例：廃木製パレット）

	９
	繊維くず【業種：工作物の新築、改築又は除去に伴って生じた建設業に係るもの及び繊維製品製造業以外の繊維工業から生ずる木綿等天然繊維くずに限る。】
（例：木綿くず、糸くず、羊毛くず）

	10
	動植物性残さ【業種：食品製造業、医薬品製造業及び香料製造業から生ずる動物又は植物に係る固形状の不要物に限る。】
（例：魚・獣の骨、皮、内臓等のあら、ボイルかす、野菜くず、酒かす）

	11
	動物系固形不要物〔対象となる条件：と畜場でと殺された牛、馬、豚、羊、食鳥処理場で食鳥処理された鶏等の固形状の不要物。〕（例：骨、皮、内臓等）

	12
	ゴムくず（天然ゴムに限る。例：ゴムの切断くず、裁断くず）

	13
	金属くず（例：鉄くず、ブリキ・トタンくず、銅線くず、番線くず、アルミサッシ、ボルト類、メタルフォーム）

	14
	ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず※（例：板ガラスくず、ガラス繊維くず、カレットくず、モルタルくず、タイルくず、ブロックくず、コンクリート２次製品くず、瓦くず、陶器くず）

	15
	鉱さい（例：高炉からの残滓（スラグ）、鋳物廃砂、石綿含有産業廃棄物を溶融処理したことにより生じたもの）

	16
	がれき類※〔対象となる条件：工作物の新築、改築又は除去に伴って生ずるコンクリートの破片その他類するもの。〕（例：コンクリート、レンガ、アスファルトの破片）

	17
	動物のふん尿【業種：畜産農業から排出されるものに限る。】
（例：牛、馬、豚、鶏等のふん尿）

	18
	動物の死体【業種：畜産農業から排出されるものに限る。】（例：牛、馬、豚、鶏等の死体）

	19
	ばいじん〔対象となる条件：ばい煙発生施設、ダイオキシン類発生施設、廃棄物の焼却施設において発生し、集じん施設で集めたもの。〕
（例：電気集じん機捕集ダスト、サイクロン捕集ダスト）

	20
	１～19又は21を処理したもので１～19に該当しないもの

（例：有害汚泥のコンクリート固型物）

	21
	輸入された廃棄物（航行廃棄物、携帯廃棄物を除く国内で一般廃棄物に相当するもの）


　※石綿をその重量の０．１％を超えて含む産業廃棄物（廃プラスチック類、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類）を石綿含有産業廃棄物とする。






